
　2018年9月6日の北海道胆振東部地震から

半年足らず、2度目の大型地震が先月2月22

日に発生しました。こうなると真剣に防災

の事を考えなくてはなりません。そこで前

回に続き、今回も防災グッズをご紹介しま

す。まだプロトタイプ（試作品の段階）で

すが、創業87年の老舗ヘルメットメーカー

が「防災ヘルメットを手の届くところに」と

いうコンセプトのもと、2つのアイテム考

案。防災ヘルメットに普段は別のインテリ

アの役割を持たせて、身近な場所に備えて

もらうためにデザイン性にもこだわってい

ます。まず、普段は観葉植物のプランター

として。いざという時には植物の鉢部分を

取り除けば防災ヘルメットに早変わりする

「POT」。そして、普段はサイドランプとし

て。しかし、いざという時はシェード部分

がヘルメットになり、ランプ部分の支柱が

懐中電灯に早変わりする「LAMP」。まだ販

売はされていないようですが、万が一の時

に命を守れるよう、一日でも早く実用化し

て欲しい防災グッズです。
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ご来場者様に
粗品を進呈

当日、ご来場された方
（1家族1名様）に、
オリジナル粗品をプレ
ゼントいたします！

★ ★

　今年もカサシマ住宅恒例の「お住まいまるごと相談会」を開催！ 当日は家づくりに関する

スタッフの発表や住まいの相談ブース、家具の展示コーナー、塗料の小分け販売、お楽しみ抽

選会など内容盛りだくさんです。どうぞお気軽にご来場ください！

●時間／11:30～15:30

●会場／札幌市東区北8条東10丁目1
（LIXIL札幌ショールーム西棟・水まわり館）

「北海道と他県の住宅の違い」11:30～11:50

カサシマ工房：秋本・中野

「ＮＣマシーンについて」12:00～12:20

カサシマ工房：大澤

「工場について」12:30～12:50

カサシマ工房：菅原

「断熱材について」13:00～13:20

カサシマ工務舎：三枝木・西山

「企画住宅について」13:30～13:50

カサシマ工務舎：早川

紙芝居14:00～14:40

カサシマ工務舎：社員一同

お楽しみ抽選会14:40～15:00

終了予定15:30 ※一部変更あり

第11回第11回 3 24

タイムスケジュール

（日）

▲住まいのことを
なんでも相談！

▼スタッフ
一同お待ちして
います

▲「お楽しみ抽選会」では、
職人手作りのエゾ・トド家具が当たるかも！

http://www.kasashima.co.jp/

〒007-0891

札幌市東区中沼西1条2丁目2-5
電話：011-792-4388
FAX：011-792-4377
E-mail:mail@kasashima.co.jp

　ネットで中古住宅の情報を見ていたときに、小樽の物件に目が留まりま

した。価格は50万円～500万円くらいの範囲で、かなりの数の物件がありま

す。小樽は山が多いので建築も大変だったでしょう。築年数は30～50年ほ

ど経っており、駐車場がない物件もありますが、眺めもよく、小樽の魅力

を満喫できそう。大工仕事が好きで多少お金のある方でしたら、別荘と割

り切って購入してみてはいかがでしょうか。浴室や窓交換、断熱処理等は

建築屋さんにお願いするとし

て、それ以外の床貼り、内装

等を自分でコツコツやってい

く。結構な知力、体力が必要

になります。軽トラックを買

って、電動工具を揃え…。

今だとホームセンターで木材

や建材、建築金物が豊富に手

に入ります。好みの寸法に切

断もできます。1年も修

行すれば結構な隠れ大

工になれます！ カサシマ



　みなさまこんにちは！　最近は雪も少なくなり、ポカポカと暖かい

日が多くなりましたね。ついこの前まで、あんなにドカドカと降り積

もっていた雪も、今となっては懐かしいとさえ感じるのが不思議なも

のです。こう思うのも毎年のことですが…。そして、やっぱり春の空

気はとても心地よいです。

　さて先日の出来事です。朝早く一人で現場に行き、工事状況を確認

することにしました。まだ誰もいないうちに写真を撮っておこうとカ

メラを片手に颯爽と現場内へ…

「ガンっ！！！」…星が飛びまし

た。頭を足場へぶつけてしまった

のです。痛くてしばらく一人でう

ずくまっておりましたが、幸い大

事には至らず軽傷で済みました。

すっかり油断してヘルメットをか

ぶるのを忘れており、反省…。横

着せずに安全第一でヘルメットを

着用します。相変わらずお

っちょこちょいな私です。

イラスト：ノンコ（消しゴムはんこをモデルハウスで販売しています）

ハヤカワ

　2月の終わりころ、18年前にダクト屋根

の家を建てたお客様より「自宅2階の脱衣

室の天井から水漏れがする」と連絡を受け

ました。さっそく現場に向かい、2階の小

屋裏で原因探しをしたところ、雨漏れした

部分の近くに雪の塊があり、この雪が融け

て天井部分に水が滴り落ちたようです。雪

が入った原因は、破風（はふ）についてい

る小屋裏換気部材（イーブスベンツ）と外

壁の取り合いに隙間ができて、吹雪などで

雪が浸入したようです。おそらく12月頃か

ら入ってきた雪が徐々に塊になり、気温の

上昇とともに融け出したのでしょう。下地

の木材が生で、経年により乾燥して隙間が

できたと思われます。

　実は、何年か前にも同じ現象で連絡をい

ただいて、現地で調べたのですが原

因がわからず、そのときは首をかし

げるばかりでした。 バンバ

　もうすぐ春ですねぇ…。かなり雪解けも

進み、もしかしたらフキノトウなんかも顔

を出しているかもしれませんね。

　今回はウッドデッキのメンテナンスにつ

いてお話ししたいと思います。雨や雪にさ

らされて傷みやすいウッドデッキですが、

定期的な塗装のメンテナンスをすることに

より長持ちの度合いも違ってきます。塗装

する前の準備として塗料がはがれかかって

いるときは、サンドペーパーで軽く全体を

こすって古い塗料を剥がしてあげたり、緑

色っぽく変色している場合はコケが生えて

いると思われますので、そんな時は裏技？

としてトイレの洗剤サンポールを使ってタ

ワシ等でこすってあげるとコケも落ちやす

いです。サンポールは塩酸系の洗剤ですの

でゴム手袋は必須です。眼に入らないよう

にメガネもかけたほうがいいかもし

れません。その後、水で流して良く

乾かしてから塗装してくださいね。 アキモト

～大工とＣＡＤ～

～ウッドデッキのメンテナンス～　当社の大工は全員が正社員として働いて

います。入社後はまず見習いから始めます

が、2～3年もすると皆職人らしくなり、そ

の成長は目を見張るものがあります。子ど

もの成長と同じく、みるみる内に仕事を覚

えていきます。私（笠島）も16歳で大工の

見習いに入り、20歳で弟子上がりをし、24

～25歳頃になると大工仕事にかなりの自信

がついていました。

　大工見習いでも、社員であれば事務所で

ＣＡＤソフトを操作してもらいます。最初

のうちはＣＡＤで階段や各収まりを描くと

とても手こずります。それはＣＡＤの操作

に慣れてないこともありますが、大工とし

ての基礎知識の不足が主な原因です。現場

だとそこに材料があり、体を動かせば仕事

をしているように見えますが、ＣＡＤは部

材の寸法からきちんと把握しないと1mmも

進みません。ＣＡＤで描けるように

なるほど知識がつくと現場での働き

はよりスムーズになります。 カサシマ


